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「
雲
門
舞
集
」
（
C
l
o
u
d
G
a
t
e
 D
a
n
c
e
 T
h
e
a
t
r
e
、
以
下
「
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ

イ
ト
」
と
略
記
）
は
、
振
付
家
林
懐
民
に
よ
っ
て
一
九
七
三
年
に
創

設
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
の
舞
踊
団
で
あ
る
。
ク

ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
は
、
中
国
語
圏
で
の
最
初
の
職
業
的
な
モ
ダ
ン
・

ダ
ン
ス
の
舞
踊
団
で
あ
り
、
一
九
七
六
年
に
振
付
家
劉
鳳
學
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
同
じ
く
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
の
舞
踊
団
で
あ
る
「
新

古
典
舞
団
」

(
N
e
o
Classic 
D
a
n
c
e
 C
o
m
p
a
n
y
)

と
並
ん
で
現
在
で
も

活
発
に
活
動
を
続
け
、
台
湾
の
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
を
牽
引
し
て
来

た
舞
踊
団
で
あ
る
。
創
設
以
来
数
多
く
の
作
品
を
発
表
し
続
け
、

(
l
)
 

現
在
作
品
数
は
ゆ
う
に
一
五

0
を
超
え
て
い
る
。
「
雲
門
」
と
い
う

黄
帝
時
代

(
B
C
二
六
九
七
＼
二
五
八
九
）
の
最
も
古
い
中
国
舞
踊
に

(
2
)
 

ち
な
ん
だ
名
称
を
持
つ
こ
の
舞
踊
団
の
ダ
ン
ス
は
、
古
典
舞
踊
に

専
心
す
る
の
で
は
な
く
、
伝
統
と
現
代
舞
踊
と
を
掛
け
合
わ
せ
た

雲
門
舞
集
と
台
湾
現
代
舞
踊

ー

雲

門

舞

集

七

0
年
代
作
品
H

白
蛇
偲
』

「
伝
統
」

の
舞
踊
化

（二）

独
自
の
形
式
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
同
時
に
単
に

実
験
性
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
台
北
に
あ
る
国
家
両
戯
院
で

の
舞
踊
公
演
で
は
六
回
公
演
す
れ
ば
述
べ
約
一
万
二

0
0
0
人
の

観
客
で
満
席
に
す
る
大
衆
性
も
兼
ね
備
え
て
い
る
点
は
、
名
実
と

も
に
台
湾
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

る
証
で
あ
ろ
う
。

雲
門
舞
集
が
世
界
の
舞
踊
団
と
比
べ
て
顕
著
な
の
は
、
自
国
の

歴
史
や
社
会
を
テ
ー
マ
に
し
て
作
品
を
制
作
し
て
き
た
こ
と
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
一
般
に
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
は
、
一
九
世
紀
末
の
ロ

シ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
完
成
を
見
た
古
典
バ
レ
エ
の
形
式

性
か
ら
離
れ
て
、
劇
内
容
の
「
合
理
性
」
に
則
っ
た
舞
踊
表
現
（
フ
ォ
ー

キ
ン
）
や
舞
踊
者
の
内
的
世
界
に
基
づ
き
「
自
由
」
に
踊
る
（
ダ
ン

カ
ン
）
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
舞
踊
は
徐
々
に
内
面

化
す
る
（
グ
ラ
ハ
ム
）
と
同
時
に
、
具
象
性
か
ら
離
れ
「
偶
然
」
や
「
即

興
」
を
求
め
て
い
く
（
カ
ニ
ン
ガ
ム
）
動
き
を
見
せ
て
い
く
。
ク
ラ

ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
も
こ
の
大
き
な
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
の
流
れ
の
中
に

「
薪
偲
』
を
中
心
に

永

田

靖

ー



あ
る
が
、
そ
の
作
品
群
の
中
に
は
し
ば
し
ば
歴
史
問
題
や
社
会
問

題
に
つ
い
て
の
作
品
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
例
え
ば
『
薪

偉
』
(
-
九
七
八
）
、
『
我
的
郷
愁
、
我
的
歌
』
(
-
九
九
一
）
、
『
看
不
見

的
城
市
」
(
-
九
九
五
）
、
「
家
族
合
唱
』
(
-
九
九
七
）
な
ど
そ
の
最
初

期
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
継
続
的
に
発
表
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て

よ
い
。
と
り
わ
け
一
九
七
八
年
に
初
演
さ
れ
た
『
薪
偲
』
（
英
語
表
記

は
L
e
g
a
c
y
)

は
、
一
七
世
紀
の
中
国
本
土
か
ら
台
湾
へ
の
移
民
の
歴

史
を
扱
っ
た
。
こ
の
作
品
の
初
演
同
日
に
、
奇
し
く
も
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
台
湾
か
ら
の
撤
退
が
発
表
さ
れ
、
中
国
と
の
緊
張
関
係

の
中
で
孤
立
す
る
台
湾
の
未
来
を
重
ね
合
わ
せ
た
観
客
は
熱
狂
し

(
3
)
 

て
こ
の
作
品
を
歓
迎
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
部
分
的
な
修
正
を
加

(
4
)
 

え
な
が
ら
継
続
的
に
再
演
さ
れ
、
今
や
芸
術
大
学
の
舞
踊
学
科
の

授
業
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
の
作
品
は
、
台
湾
舞
踊
史
を
代
表

す
る
作
品
の
―
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
台
湾
現
代
史
と
共
に
変
化

し
て
来
た
作
品
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
作
品
は
創
設
者
の
林
懐
民
が
そ
の
す
べ

て
を
振
付
・
演
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
そ
の
三

分
の
一
は
、
劉
紹
櫨
、
林
秀
偉
、
李
静
君
と
い
っ
た
他
の
振
付
家

が
演
出
し
て
い
る
し
、
ま
た
ほ
ぼ
三
分
の
一
は
、

D
o
r
i
s
H
u
m
p
h
r
e
y
,
 

P
a
u
l
 Taylor•Helen 

Lai
な
ど
の
外
国
人
振
付
家
に
よ
る
作
品
で

あ
る
。
と
り
わ
け
作
品
の
三
分
の
一
が
外
国
人
振
付
家
に
よ
る
こ

と
は
、
日
本
の
劇
団
の
あ
り
方
と
比
較
す
る
と
、
言
語
を
伴
う
演

劇
と
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
舞
踊
と
の
違
い
を
念
頭
に
お
く
と
し

て
も
、
際
だ
っ
た
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
も
っ
て
こ
の
舞
踊

団
は
国
際
的
な
広
が
り
の
中
で
活
動
し
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
を
創
設
し
、
そ
の

芸
術
を
確
立
し
た
の
は
林
懐
民
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
ず
、
こ

こ
で
は
さ
し
あ
た
り
林
懐
民
の
作
品
を
扱
う
こ
と
と
し
た
い
。

本
論
で
は
七

0
年
代
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
か
ら
代
表
的
な
作

品
で
あ
る
『
白
蛇
博
』
(
-
九
七
五
）
と
『
薪
偉
」
を
取
り
上
げ
て
、

そ
の
舞
踊
の
構
造
と
台
湾
の
歴
史
文
化
と
の
関
係
性
を
議
論
し
た

い
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
初
期
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
持

つ
二
つ
の
傾
向
（
「
古
典
の
舞
踊
化
」
と
「
歴
史
の
舞
踊
化
」
）
を
示
す
代

表
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

の
中
で
も
い
わ
ゆ
る
「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
」
を
扱
っ
た
の

は
『
薪
偲
』
を
も
っ
て
塙
矢
と
し
、
「
白
蛇
侮
』
ら
の
古
典
の
舞
踊

化
の
試
み
と
は
異
な
る
傾
向
を
持
つ
。
『
薪
偉
』
で
は
作
品
中
吟
遊

歌
手
陳
建
の
歌
う
『
思
想
起
』
と
い
う
曲
が
間
奏
曲
と
し
て
使
わ

れ
る
。
こ
の
曲
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
作
品
全
体
の
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
曲
の
歌
唱
そ
の
も
の
は
作
品
へ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
結
果
的
に
作
品
が
示
す
の
は
必
ず

し
も
一
元
的
な
台
湾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
『
白
蛇
偉
』
は
い
わ
ば
古
典
の
作
品
を
現
代
化
し
た

作
品
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
の
技
法
や
思
想
が
分

2
 



か
ち
が
た
＜
織
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
ひ
と
り
中
国
古
典
の

現
代
化
に
留
ま
ら
な
い
文
化
の
多
時
制
的
要
因
を
読
み
込
む
こ
と

を
可
能
に
し
て
い
る
。
本
論
で
は
こ
う
し
た
作
品
の
構
造
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
演
出
の
構
想
や
手
法
に
お
い
て
際
だ
っ
た
違
い
を

持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
に
は
共
通
す
る
要
素
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
こ
と
で
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
そ
れ

以
外
の
今
日
に
続
く
作
品
を
も
見
通
せ
る
視
座
が
得
ら
れ
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

『
白
蛇
偉
』

林
懐
民
の
初
期
の
作
品
に
は
、
京
劇
や
中
国
の
古
典
や
伝
説
か

ら
の
翻
案
が
数
多
く
あ
る
。
例
え
ば
一
九
七
三
年
の
記
念
す
べ
き

雲
門
舞
集
の
第
一
回
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
上
演
さ
れ

た
作
品
は
『
夏
夜
』
『
秋
思
』
『
烏
龍
院
』
『
夢
蝶
』
『
間
情
』
『
盲
』
I

風

(
6
)
 

景
」
『
眠
』
『
運
行
』
で
あ
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
れ
ば
『
烏
龍
院
』

が
崖
劇
か
ら
の
翻
案
、
『
夢
蝶
」
が
荘
子
の
『
胡
蝶
の
夢
』
か
ら
の

翻
案
、
『
盲
』
が
台
北
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
た
ち
の
吹
く
尺
八
に
つ
い

て
の
想
念
を
題
材
に
し
、
『
運
行
』
が
道
教
の
陰
と
陽
の
反
撥
と
合

一
を
題
材
に
、
そ
し
て
『
秋
思
』
は
京
劇
の
衣
装
と
髪
型
を
し
た
、

つ
ま
り
中
国
古
典
劇
の
外
見
を
し
た
三
人
（
女
、
女
の
青
春
、
女
の
初
恋
）

の
ダ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
は
基
本
的
に
い
わ
ゆ
る
現
代
的

な
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
作
品
の
音
楽
は
同
時

代
の
中
国
の
音
楽
家
・
作
曲
家
の
作
品
を
使
っ
て
い
る
。

中
国
古
典
に
題
材
を
求
め
る
方
向
は
徐
々
に
進
み
、
例
え
ば
三

年
後
の
一
九
七
六
年
の
公
演
で
は
作
品
数
は
『
思
凡
』
『
奇
冤
報
二
『
烏
(8) 

龍
院
」
「
夜
奔
』
『
寒
食
』
『
許
仙
』
「
鍾
旭
嫁
妹
』
の
七
本
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
う
ち
『
思
凡
』
は
嵐
劇
か
ら

の
翻
案
で
、
作
者
は
鄭
文
珍
の
作
品
『
日
蓮
戯
文
』
の
一
部
『
尼

姑
思
凡
』
で
、
若
い
尼
僧
が
仏
門
の
苦
し
さ
か
ら
逃
れ
て
俗
世
の

快
楽
を
求
め
る
ま
で
の
心
の
窮
藤
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

『
奇
冤
報
』
は
京
劇
「
烏
盆
記
」
を
翻
案
し
た
も
の
で
、
悪
人
に
貶

め
ら
れ
こ
の
世
を
去
っ
た
も
の
の
浮
か
ば
れ
ず
、
天
に
助
け
を
求

め
善
人
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
で
悪
人
に
そ
の
恨
み
を
晴
ら
す
と

い
う
作
品
で
あ
る
。
ま
た
『
寒
食
」
は
春
秋
時
代
の
伝
説
で
隠
者

と
な
っ
た
忠
臣
を
下
山
さ
せ
よ
う
と
す
る
主
君
の
物
語
の
翻
案
、

『
許
仙
」
が
以
下
で
詳
解
す
る
中
国
に
伝
わ
る
有
名
な
伝
説
で
日
本

に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
「
白
蛇
偲
』
の
翻
案
で
あ
り
、
『
夜
奔
』

は
明
代
の
作
家
李
開
先
の
、
ま
た
『
鍾
旭
嫁
妹
』
は
同
じ
く
明
代

の
作
家
張
心
其
の
劇
の
翻
案
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
作
品
は
す
べ

て
中
国
古
典
や
伝
説
か
ら
の
翻
案
と
な
っ
て
い
る
。

林
懐
民
は
、
一
九
四
七
年
に
嘉
義
市
で
生
ま
れ
た
後
、
小
説
家

を
志
ざ
し
な
が
ら
現
代
舞
踊
に
も
関
心
を
持
つ
。
一
九
六
六
年
に

は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
で
名
を
な
し
て
い
た
中
国
人
舞
踊
家
黄
忠

3
 



良
を
、
日
本
で
石
井
漠
に
師
事
し
戦
後
台
湾
に
帰
還
し
て
舞
踊
活

動
を
行
っ
て
い
た
察
瑞
月
が
台
湾
に
招
聘
し
、
黄
忠
良
の
妻
の
ス

ザ
ン
ヌ
と
と
も
に
公
演
を
行
い
、
同
時
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

い
て
い
る
。
こ
こ
に
は
湘
好
彦
、
崖
蓉
蓉
、
陳
學
同
、
雷
大
鵬
な

ど
そ
の
後
の
台
湾
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
多

く
の
ダ
ン
サ
ー
が
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ
に
林
懐
民
も
参
加
し
た

(
9
)
 

と
い
う
。
ま
た
一
九
六
七
年
に
は
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
で
す
で
に
活

躍
を
し
て
い
た
王
仁
蹄
も
台
湾
に
一
時
帰
還
し
、
公
演
を
行
っ
て

い
る
。
王
仁
聰
は
米
国
で
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
の
影
響
を
受
け
て

お
り
、
そ
の
台
湾
公
演
は
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
の
技
術
を
初
め
て

(10) 

公
開
し
た
出
来
事
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
公
演
に
は
林

懐
民
は
言
う
ま
で
も
な
く
立
ち
会
っ
て
い
る
。
そ
の
後
林
懐
民
は

一
九
六
八
年
に
は
小
説
「
愛
形
虹
』
を
出
版
し
、
一
九
六
九
年
に

は
ア
イ
オ
ワ
大
学
に
留
学
、
ほ
ぼ
同
時
に
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
に

師
事
し
、
本
格
的
に
現
代
舞
踊
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
も
っ

と
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
舞
踊
家
は
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
で
あ

り
、
初
期
の
作
品
に
そ
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
と
考
え
る
の
は
自

然
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
一
九
七
五
年
『
白
蛇
博
」
（
『
許
仙
J

)

を
取
り
上
げ
よ
う
。

こ
れ
は
林
懐
民
が
台
湾
で
雲
門
舞
集
を
創
設
し
た
直
後
の
作
品
で
、

中
国
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
説
『
白
蛇
伝
』
を
基
に
し
た
若
い
学

者
許
仙
と
白
蛇
、
青
蛇
、
そ
し
て
僧
法
海
の
物
語
で
あ
る
。
南
宋

時
代
に
起
源
を
持
つ
と
さ
れ
、
明
代
に
は
現
在
の
プ
ロ
ッ
ト
を
持

(11) 

つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
若
い
学
者
の
許

仙
は
雨
の
日
に
傘
を
貸
し
た
美
し
い
女
性
が
白
蛇
の
化
身
で
あ
る

と
は
知
ら
ず
恋
を
す
る
。
下
女
の
青
蛇
も
絡
ん
で
許
仙
と
白
蛇
は

結
ば
れ
る
が
、
僧
侶
の
法
海
は
彼
ら
が
妖
怪
で
あ
る
こ
と
を
見
抜

き
、
真
実
を
明
ら
か
に
し
て
白
蛇
を
征
伐
す
る
。

林
懐
民
に
よ
る
こ
の
作
品
は
時
間
に
し
て
お
よ
そ
二
五
分
ほ
ど

の
小
品
で
、
登
場
人
物
の
登
退
場
に
よ
る
場
割
で
考
え
れ
ば
、
八

場
に
分
か
れ
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
場
（
三
分
四
0
秒
）
白
蛇
、
青
蛇
、
許
仙
、
法
海
の
紹
介

二
場
（
六
分
―
―
1
0
秒
）
許
仙
、
白
蛇
、
青
蛇
の
出
会
い

三
場
（
一
分
―
―
1
0
秒
）
許
仙
と
白
蛇
、
御
簾
の
中
に
入
る

四
場
(
-
五
秒
）
許
仙
、
白
蛇
か
ら
逃
れ
て
御
簾
か
ら
逃
げ
出
す

五
場
（
四
0
秒
）
法
海
登
場
許
仙
を
救
う

六
場
（
四
分
二
五
秒
）
法
海
、
白
蛇
青
蛇
と
の
戦
い

七
場
（
三
分
五
0
秒
）
白
蛇
御
簾
の
中
に
身
を
隠
す

八
場
（
四
分
）
終
幕

法
海
以
外
の
三
人
は
幕
を
通
じ
て
退
場
す
る
こ
と
な
く
舞
台
上
で
演

じ
続
け
る
。

(12) 

多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

一
見
し
て
中
国
の
古
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典
物
語
と
京
劇
の
形
式
を
借
用
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
い
か
に
も
そ
れ
が
当
然
の
よ
う
に
扱

わ
れ
、
実
際
に
詳
細
に
は
分
析
は
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

あ
ら
た
め
て
細
か
く
検
討
す
れ
ば
京
劇
と
は
か
け
離
れ
た
作
品
で

あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

例
え
ば
音
楽
は
こ
の
時
期
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
作
品
の
音

楽
を
多
く
担
当
し
て
い
る
頼
徳
和
が
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
頼

徳
和
は
西
欧
音
楽
の
作
曲
家
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
京
劇
の
音
楽

を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
た
め
に
最
初
は
木
管
楽
器
と
銅
琴
の
五
重
奏

の
計
画
で
、
試
行
す
る
う
ち
に
最
終
的
に
篇
、
胡
琴
、
琵
琶
、
古

箔
の
四
種
類
の
楽
器
を
採
用
し
、
そ
こ
に
さ
ら
に
単
皮
鼓
、
堂
鼓
、

欽
、
鋼
、
木
魚
、
響
板
な
ど
―
二
種
類
の
打
楽
器
も
加
え
る
こ
と

(13) 

と
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
当
初
は
西
欧
音
楽
を
活
用
す
る
計
画
で

あ
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
修
正
さ
れ
て
、
伝
統
的
楽
器
に
よ
る
音

楽
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
頼
徳
和
は
最
初
か
ら

京
劇
の
音
楽
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
で
は
な
く
、
「
中
国
人
の
情
感
」

を
表
現
す
る
た
め
の
試
行
を
す
る
う
ち
に
最
終
的
な
こ
れ
ら
伝
統

的
楽
器
の
楽
器
に
よ
る
編
成
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

事
実
、
上
演
の
中
で
音
楽
全
体
を
聞
け
ば
、
京
劇
風
の
印
象
を

与
え
る
か
の
よ
う
な
音
楽
が
流
れ
る
場
面
は
あ
る
も
の
の
、
全
体

に
は
現
代
音
楽
の
曲
調
を
持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば

一
場
の
四
人
の
人
物
の
説
明
場
面
で
許
仙
が
登
場
す
る
場
面
で
は

冒
頭
こ
そ
欽
が
使
わ
れ
て
京
劇
風
の
幕
開
け
を
感
じ
さ
せ
る
が
、

す
ぐ
さ
ま
琵
琶
、
篇
な
ど
が
加
わ
っ
て
異
な
る
曲
想
に
な
る
。
ま

た
続
い
て
法
海
が
登
場
す
る
場
面
で
は
複
数
の
打
楽
器
が
法
海
の

歩
み
の
句
点
を
一
歩
ず
つ
打
っ
て
い
く
。
そ
の
後
の
白
蛇
青
蛇
が

許
仙
と
出
会
う
場
面
で
は
、
ま
ず
は
胡
琴
、
琵
琶
に
よ
る
抽
象
音

楽
の
よ
う
な
曲
想
で
伴
奏
が
身
振
り
と
同
化
し
て
い
る
。
京
劇
に

お
い
て
音
楽
は
歌
唱
の
伴
奏
、
場
面
の
背
景
描
写
、
俳
優
の
ア
ク

シ
ョ
ン
の
強
調
、
そ
し
て
場
面
転
換
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
当
然
人
物
の
心
情
の
描
写
は
セ
リ
フ
や
歌
詞
で
行
わ

れ
る
。
他
方
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
『
白
蛇
偲
』
で
は
言
う
ま
で
も

な
く
セ
リ
フ
は
一
切
排
除
さ
れ
て
お
り
、
上
派
中
音
楽
は
途
切
れ

る
こ
と
が
な
く
、
次
項
で
詳
説
す
る
よ
う
に
劇
の
構
成
に
合
わ
せ

て
人
物
の
心
理
描
写
を
行
っ
て
い
る
。
結
果
的
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ

イ
ト
『
白
蛇
博
』
の
音
楽
は
、
京
劇
の
イ
デ
ィ
オ
ム
の
部
分
的
使

用
と
こ
れ
ら
伝
統
的
楽
器
の
音
調
に
よ
っ
て
、
京
劇
を
想
起
さ
せ

は
す
る
部
分
が
な
い
で
は
な
い
が
、
全
体
に
音
楽
は
京
劇
の
あ
り

方
を
な
ぞ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
た
か
も
一
人
の
登
場
人
物
で
あ

る
か
の
よ
う
に
自
律
性
を
持
た
さ
れ
て
い
る
。

蛇
と
人
間
と
の
結
婚
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
『
白
蛇
偉
』
の
物
語

自
体
は
古
く
南
宋
時
代
に
起
源
を
持
つ
と
さ
れ
る
が
、
多
く
の
文

芸
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
翻
案
さ
れ
続
け
て
い
る
一
種
の

異
種
婚
姻
諏
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
大
き
く
わ
け
て
、
悪
行
す
る
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妖
怪
で
あ
る
白
蛇
を
僧
が
征
伐
す
る
物
語
と
、
他
方
そ
の
白
蛇
の

征
伐
の
後
に
夫
が
そ
れ
を
妻
（
白
蛇
）
へ
の
裏
切
り
と
感
じ
後
悔
す

る
物
語
と
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
清
朝
に
始
ま
る

(14) 

と
さ
れ
て
い
る
。
京
劇
『
白
蛇
博
』
が
基
に
し
て
い
る
の
は
後
者

の
方
と
考
え
て
よ
い
。
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
作
品
も
、
基
本
的

に
は
後
者
の
物
語
を
採
用
し
て
い
る
。
た
だ
全
体
を
三

0
分
未
満

の
短
い
作
品
に
し
て
い
る
た
め
に
省
略
さ
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
が

多
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
京
劇
で
は
夫
許
仙
が
白

蛇
の
姿
を
見
て
し
ま
っ
て
命
を
落
と
す
も
の
の
白
蛇
が
困
難
の
果

て
に
採
取
し
た
薬
草
で
許
仙
を
蘇
生
さ
せ
る
モ
チ
ー
フ
や
、
征
伐

さ
れ
た
白
蛇
は
雷
峰
塔
に
封
じ
込
め
ら
れ
る
が
そ
れ
を
青
蛇
が
救

出
す
る
モ
チ
ー
フ
、
ま
た
白
蛇
が
許
仙
と
の
間
に
息
子
を
生
み
最

終
的
に
親
子
三
人
が
再
会
す
る
モ
チ
ー
フ
な
ど
は
、
省
略
さ
れ
て

い
る
。
逆
に
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
上
演
で
描
か
れ
て
い
る
プ
ロ
ッ

ト
の
中
で
京
劇
『
白
蛇
博
』
の
プ
ロ
ッ
ト
に
新
た
に
修
正
が
加
え

ら
れ
た
部
分
も
存
在
す
る
。
京
劇
で
は
許
仙
と
白
蛇
が
結
婚
し
た

後
、
法
界
が
許
仙
に
対
し
て
白
蛇
は
妖
怪
で
あ
る
と
警
告
し
、
白

蛇
に
雄
黄
酒
を
飲
ま
せ
て
正
体
を
見
せ
さ
せ
る
場
面
が
あ
る
が
、

林
懐
民
は
こ
れ
を
削
除
し
、
第
四
場
で
二
人
の
性
愛
の
最
中
に
白

蛇
の
そ
の
貪
欲
さ
に
恐
れ
を
な
し
た
許
仙
が
逃
げ
出
す
と
し
て
い

る
。
ま
た
第
二
場
で
白
蛇
と
青
蛇
は
二
人
と
も
に
許
仙
に
恋
し
て

し
ま
い
、
二
人
の
許
仙
を
め
ぐ
る
争
い
に
な
る
場
面
、
ま
た
第
三

場
で
白
蛇
と
許
仙
の
性
愛
の
場
面
で
、
彼
ら
の
閾
の
外
で
嫉
妬
に

狂
う
青
蛇
の
場
面
な
ど
は
全
く
の
創
作
で
あ
る
。

こ
の
翻
案
の
方
法
は
、
林
懐
民
が
師
事
し
た
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ

ム
の
影
響
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
マ
ー
サ
・
グ
ラ

ハ
ム
の
舞
台
美
術
は
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
そ
れ
で
知
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
グ
ラ
ハ
ム
演
出
『
闘
わ
れ
た
楽
園
」
(
-
九
五
八
）
で
は
下

手
に
一
本
の
枯
れ
木
が
、
ま
た
上
手
に
は
背
の
高
い
真
っ
直
ぐ
な

棒
が
二

0
本
ほ
ど
立
っ
て
い
る
舞
台
が
創
ら
れ
て
ま
る
で
沼
地
に

雲
門
舞
集
『
白
蛇
偉
』

撮
影

i
劉
振
祥
、
白
蛇
~
周
章
倭
、
青
蛇
ら
邸
恰
文
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背
の
高
い
葦
が
立
っ
て
い
る
か
の
印
象
を
与
え
て
、
そ
れ
以
外
に

は
何
も
な
く
、
全
体
に
荒
涼
と
し
つ
つ
モ
ダ
ン
な
草
原
を
印
象
づ

け
る
装
置
を
備
え
て
い
る
。
他
方
「
白
蛇
偉
』
で
は
、
舞
台
装
置

家
の
揚
英
風
に
よ
る
象
徴
的
な
枯
れ
木
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
木

が
舞
台
上
手
に
立
っ
て
お
り
、
下
手
側
に
は
白
蛇
と
許
仙
が
結
ば

れ
る
闇
が
舞
台
下
手
側
に
御
簾
を
下
す
こ
と
で
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
象
徴
性
を
踏
ま
え
た
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
装
置
の

み
が
置
か
れ
、
そ
れ
以
外
は
何
も
な
く
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
装
置

に
よ
る
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
の
舞
台
を
よ
く
想
起
さ
せ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
の
ダ
ン
ス
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
古

典
バ
レ
エ
な
ど
の
形
式
性
を
離
れ
て
、
人
間
の
内
面
や
そ
の
衝
動

を
主
題
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
劇
世
界
を
形
式
的
な
身
体
所
作

や
運
動
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
再
現
す
る
の
で
は
な
く
、
説
明
の
つ

か
な
い
人
間
の
隠
さ
れ
た
内
面
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
た
。
市
川
雅
は
グ
ラ
ハ
ム
の
主
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
「
彼

ら
（
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
）
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
「
見
解
」

を
表
現
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
内
面
性
に
つ
い
て
の
見
解
で

あ
っ
た
。
み
な
そ
れ
ぞ
れ
、
舞
踊
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

性
質
か
ら
遠
ざ
か
り
、
自
己
の
内
部
を
凝
視
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
内
面
性
の
こ
と
を
グ
ラ
ハ
ム
は
遥
隠
さ
れ
た
真
実
ク

と
い
う
が
、
彼
女
は
好
ん
で
、
憎
悪
、
恐
怖
、
嫉
妬
の
演
劇
で
あ

る
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
を
主
題
に
選
ん
で
い
る
。
・
:
・
・
・
グ
ラ
ハ
ム
の
中

で
描
か
れ
る
復
醤
、
嫉
妬
は
人
間
同
士
の
葛
藤
を
生
み
、
初
期
の
(16) 

モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
に
は
な
か
っ
た
醜
悪
な
表
現
が
多
く
な
っ
た
。
」

グ
ラ
ハ
ム
の
『
夜
の
旅
』
（
一
九
四
七
）
は
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
『
オ
イ

デ
ィ
。
フ
ス
王
』
を
題
材
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
オ
イ
デ
イ
プ
ス

を
主
人
公
と
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
イ
オ
カ
ス
テ
を
中
心
に
し
た

作
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
夫
オ
イ
デ
イ
プ
ス
は
脇
役
で
あ
り
、
イ
オ

カ
ス
テ
が
真
実
、
つ
ま
り
先
王
を
殺
害
し
た
の
は
夫
で
あ
り
、
同

時
に
夫
は
我
が
子
で
あ
っ
た
こ
と
の
内
面
の
苦
悩
を
主
題
と
し
て

い
る
。
ま
た
『
心
の
洞
穴
』
(
-
九
四
六
）
は
、
エ
ウ
リ
ビ
デ
ス
『
メ

デ
イ
ア
』
を
題
材
に
し
て
お
り
、
捨
て
ら
れ
る
女
メ
デ
イ
ア
の
復

讐
心
と
嫉
妬
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
が
、
メ
デ
イ
ア

に
焦
点
を
絞
り
夫
に
捨
て
ら
れ
た
妻
の
憎
悪
と
絶
望
を
描
い
て
い

る
。
こ
の
種
の
女
性
の
心
奥
へ
の
焦
点
の
当
て
方
は
「
白
蛇
偲
』

で
は
明
瞭
で
、
こ
の
極
端
に
短
縮
さ
れ
た
物
語
は
二
人
の
女
性
の

心
の
葛
藤
を
形
象
化
し
た
作
品
と
も
言
え
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け

第
二
場
の
許
仙
と
出
会
っ
た
直
後
の
白
蛇
と
青
蛇
の
許
仙
を
め
ぐ

る
心
理
的
争
い
の
場
面
や
、
第
三
場
の
白
蛇
と
許
仙
の
性
愛
の
場

面
で
青
蛇
が
一
人
嫉
妬
に
狂
っ
て
踊
る
場
面
な
ど
に
見
て
取
れ
る
。

さ
ら
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
林
懐
民
が
こ
の
作
品
を
作
る
前

年
の
一
九
七
四
年
に
は
グ
ラ
ハ
ム
は
二
度
目
の
ア
ジ
ア
・
ツ
ア
ー

を
行
っ
て
お
り
、
舞
台
上
で
グ
ラ
ハ
ム
の
通
訳
も
し
て
い
る
こ
と

7
 



(17) 

も
、
そ
の
影
響
関
係
の
強
さ
の
傍
証
に
は
な
る
だ
ろ
う
。
ク
ラ
ウ
ド
・

ゲ
イ
ト
が
一
九
七
六
年
に
第
一
回
目
の
日
本
公
演
を
し
た
時
の
日

本
側
で
の
劇
評
で
は
、
グ
ラ
ハ
ム
の
名
前
こ
そ
出
て
い
な
い
も
の

の
「
人
間
性
の
追
求
」
に
主
題
が
あ
る
と
見
な
し
、
批
評
家
景
安

正
夫
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
演
目
は
中
国
の
古
典
を
素
材

と
し
て
現
代
舞
踊
化
し
た
創
作
に
、
古
典
を
ま
じ
え
、
創
作
は
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
の
手
法
と
、
京
劇
の
技
術
を
融
合
し
て
、
主
題
の
取

り
あ
げ
方
に
は
、
い
ず
れ
の
作
（
演
出
振
付
者
・
林
懐
民
）
に
も
古
典

の
中
の
人
間
性
追
求
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
作
品
に
は
す
べ
て

ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
物
語
を
知
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
動
き
の

解
明
が
容
易
な
の
も
、
現
地
（
台
湾
）
で
支
持
さ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
ろ

(18) 
う。」さ
ら
に
重
要
な
の
は
舞
踊
の
身
体
に
つ
い
て
で
あ
る
。
時
折
見

ら
れ
る
京
劇
に
固
有
の
身
振
り
、
伝
統
打
楽
器
を
活
用
し
た
音
楽
、

男
優
（
許
仙
と
法
海
）
の
衣
装
な
ど
に
京
劇
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
そ
の
借
用
は
こ
こ
で
も
か
な
り
限

定
的
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
京
劇
に
は
「
山
膀
」

(19) 

と
い
う
一
種
の
静
止
姿
勢
が
甚
本
姿
勢
と
し
て
あ
る
が
、
作
品
中

に
は
静
止
姿
勢
は
数
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
こ
の
山
膀
を
取
る
姿

勢
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
見
ら
れ
る
と
し
て
も
（
白
蛇
の
そ
れ
）

か
な
り
基
本
形
を
逸
脱
し
て
お
り
、
京
劇
の
姿
勢
に
典
拠
し
て
い

る
と
は
俄
に
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
ま
た
歩
行
の
動
作
に
つ
い
て

も
い
わ
ゆ
る
「
快
歩
」
、
「
慢
歩
」
、
「
移
歩
」
な
ど
と
い
っ
た
京
劇

の
基
本
形
に
基
づ
く
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
も
っ
と
も
大
き
な

差
異
は
、
京
劇
で
は
詞
章
に
応
じ
た
手
先
や
指
先
で
の
「
振
り
」

に
よ
っ
て
情
景
や
心
理
を
な
ぞ
る
の
を
特
徴
と
す
る
が
、
そ
の
種

の
当
て
振
り
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
『
白
蛇
偉
』
で
は
む
し
ろ

身
体
全
身
を
使
う
感
情
の
写
実
性
に
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

例
え
ば
、
先
に
も
触
れ
た
白
蛇
と
青
蛇
と
が
許
仙
の
気
を
引
こ
う

と
し
て
争
う
場
面
、
法
海
が
許
仙
を
白
蛇
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
場

面
な
ど
、
物
語
の
推
移
が
身
体
の
写
実
的
な
動
き
で
容
易
に
理
解

で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
説
明
が
過
多

だ
と
さ
れ
て
い
た
グ
ラ
ハ
ム
の
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
。
む
ろ
ん
林

懐
民
に
お
い
て
も
外
見
的
な
写
実
性
を
の
み
追
求
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
グ
ラ
ハ
ム
の

広
く
知
ら
れ
た
身
体
技
法
で
あ
る
「
コ
ン
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
収
縮
）

と
リ
リ
ー
ス
（
解
放
）
」
は
何
よ
り
も
踊
り
手
の
内
面
を
形
象
化
す

る
こ
と
と
直
結
し
て
お
り
、
踊
る
べ
き
対
象
は
物
語
で
は
な
く
、

人
物
の
内
面
世
界
で
あ
り
、
京
劇
の
そ
れ
と
は
基
本
的
に
異
質
な

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
舞
踊
身
体
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
で
は

人
物
の
心
理
の
状
態
が
激
し
さ
を
増
す
、
白
蛇
と
青
蛇
の
憎
悪
と

嫉
妬
の
応
酬
、
青
蛇
の
嫉
妬
の
炸
裂
、
最
後
の
許
仙
の
白
蛇
へ
の

後
悔
と
懺
悔
の
場
面
な
ど
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

京
劇
で
は
ほ
と
ん
ど
出
会
う
こ
と
の
な
い
身
体
で
あ
る
と
言
っ
て
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「
薪
傭
」

良
い
。以
上
の
よ
う
に
概
観
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
『
白
蛇
偉
」

は
、
全
体
と
し
て
中
国
文
化
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
け
を
示

す
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
中
国
文
化
へ
の
敬
意
と

摂
取
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
西
欧
音
楽
や
ア

メ
リ
カ
の
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
、
と
り
わ
け
グ
ラ
ハ
ム
の
ダ
ン
ス
思

想
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
作
品
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
中
国

へ
の
歴
史
的
で
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
と
い
う
よ
り
、
中

国
の
古
典
と
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
の
不
即
不
離
の
関
係
性
、
つ
ま
り

両
者
の
接
点
そ
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ

林
懐
民
の
作
・
演
出
に
な
る
「
薪
偉
」
は
、

ト
の
作
品
中
も
っ
と
も
多
く
の
論
評
や
研
究
の
あ
る
一
っ
と
言
っ

て
も
よ
い
。
こ
の
作
品
は
、
一
九
七
八
年
―
二
月
一
六
日
に
嘉
義

体
育
館
で
初
演
さ
れ
た
の
ち
、
再
演
を
続
け
、
一
九
九
二
年
の
台

北
中
正
紀
念
堂
広
場
の
屋
外
公
演
で
は
観
客
総
数
述
べ
八
万
人
に

達
し
た
と
い
う
。
二

0
0
三
年
に
創
設
三

0
周
年
の
記
念
公
演
が

台
北
市
の
国
家
戯
劇
院
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
に
は
数
え
て
第

(21) 

一
五
九
回
目
の
公
演
で
あ
っ
た
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
一
九
九
六
年
に
行
わ
れ
た
陳
雅
拝
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
林
懐
民
自
身
が
語
っ
て
い
る
。
「
誰
で
も
同
じ

問
い
か
け
を
す
る
で
し
ょ
う
、
私
と
は
誰
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
や
っ

て
き
た
の
か
。
外
国
に
い
る
時
私
は
こ
の
問
題
に
悩
み
ま
し
た
。

私
が
故
郷
の
嘉
義
に
戻
っ
た
時
、
私
は
自
分
自
身
の
物
語
を
語
る

た
め
に
『
薪
偉
』
を
演
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
自
身
の
物
語
と
は
す
な
わ
ち
台
湾
の
す
べ
て
の
人
の
物
語
な
の

(22) 

で
す
か
ら
。
」
林
懐
民
は
一
九
七
七
年
か
ら
七
八
年
の
一
年
間
、
ア

メ
リ
カ
の
U
C
L
A
に
客
員
と
し
て
滞
在
し
、
帰
国
後
す
ぐ
に
『
薪

偲
』
に
取
り
か
か
っ
た
。
同
じ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
林
懐
民
は
述
べ

て
い
る
。
「
海
外
に
い
る
時
に
台
湾
の
こ
と
で
絶
望
的
な
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
が
生
涯
に
三
度
あ
り
ま
す
。
最
初
は
釣
魚
台
運
動
（
「
尖

閣
諸
島
運
動
」
）
で
、
そ
の
時
に
私
は
雲
門
舞
集
を
始
め
た
の
で
す
。

二
回
目
は
一
九
七
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
時
に
米
中
国
交

回
復
に
つ
い
て
新
聞
が
書
き
立
て
て
い
て
、
私
は
ひ
ど
い
絶
望
感

（お）

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
」
こ
の
絶
望
感
は
台
湾
の
国
際
的
な
立
場
に
つ

い
て
の
将
来
の
不
安
と
孤
立
感
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
て
も
よ

い
。
釣
魚
台
運
動
と
は
、
一
九
七
一
年
に
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を

主
張
し
て
米
国
留
学
中
の
台
湾
や
中
国
か
ら
の
留
学
生
た
ち
が
起

こ
し
た
反
日
デ
モ
運
動
で
、
世
界
中
の
反
響
を
呼
び
、
香
港
な
ど

に
も
飛
び
火
し
た
。
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
に
つ
い
て
、
日
本
と
中

国
や
台
湾
と
の
主
張
は
平
行
線
を
た
ど
り
、
そ
れ
は
今
日
で
も
決

着
が
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
一
九
七
一
年
に
は
沖
縄
の
日
本

，
 



へ
の
返
還
協
定
が
調
印
さ
れ
、
米
国
は
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国

交
回
復
を
画
策
し
、
台
湾
は
国
連
か
ら
脱
退
し
た
年
で
も
あ
る
。

結
果
、
一
九
七
二
年
に
日
本
と
台
湾
は
国
交
断
絶
し
、
国
際
的
な

(24) 

孤
立
感
を
深
め
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
台
湾
の
国
際
情
勢
と
一
九

七
―
―
一
年
の
雲
門
舞
集
の
創
設
と
は
あ
な
が
ち
無
関
係
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
台
湾
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
動
揺
し
て

い
る
こ
の
時
代
に
創
設
さ
れ
た
こ
の
ダ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
そ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
探
求
を
自
ら
の
課
題
に
据
え
る
こ
と
に

繋
が
っ
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

ま
ず
全
体
の
梗
概
を
記
し
て
お
こ
う
。
冒
頭
で
は
ダ
ン
サ
ー
た

ち
は
現
代
の
若
者
の
姿
を
し
て
、
彼
ら
が
媛
祖
に
礼
拝
し
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
る
。
彼
ら
が
そ
の
現
代
服
を
脱
ぎ
捨
て
て
い
く
と

そ
の
下
に
は
客
家
の
衣
装
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
第
二
幕
へ
と
続

い
て
い
く
。
人
々
は
本
土
の
辛
い
暮
ら
し
に
耐
え
か
ね
、
海
を
渡
っ

て
台
湾
へ
と
移
住
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
船
は
嵐
に
巻
き
込
ま
れ

る
が
海
の
神
で
も
あ
る
娼
祖
が
現
れ
て
無
事
に
台
湾
へ
と
逢
着
さ

せ
る
。
人
々
は
上
陸
し
た
台
湾
の
荒
野
を
苦
労
し
て
耕
し
て
、
稲

作
を
始
め
る
。
途
中
若
者
た
ち
が
結
ば
れ
新
し
い
命
を
得
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
親
し
い
人
を
失
う
悲
し
み
も
経
験
す
る
。
し
か
し
苦

労
が
実
り
、
豊
か
な
収
穫
を
迎
え
て
、
終
幕
の
祝
祭
と
な
る
。

作
品
は
三

0
0
年
ほ
ど
前
と
お
ぼ
し
き
中
国
本
土
か
ら
台
湾
へ

の
移
民
を
描
き
、
そ
の
時
代
の
開
拓
者
の
渡
海
の
困
難
と
移
住
後

の
開
拓
、
そ
し
て
彼
ら
の
収
穫
と
そ
の
祝
賀
を
描
く
も
の
で
あ
る
。

前
節
で
検
討
し
た
『
白
蛇
偲
』
の
三
年
後
の
作
品
で
あ
る
が
、
多

く
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
明
ら
か
な
の
は
舞
踊
団
設
立
初

期
に
多
く
見
ら
れ
た
中
国
古
典
作
品
の
翻
案
で
は
な
く
、
現
代
の

台
湾
や
移
民
の
歴
史
を
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば

舞
踊
史
家
チ
ャ
オ
・
チ
ー
フ
ァ
ン
は
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
と
『
薪
偲
」

に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
。
「
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
の
技
術
と
京
劇

の
語
棠
を
活
用
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
開
発
し
、
ま
た
京
劇
か
ら
の

引
用
も
行
っ
た
。
一
九
七

0
年
後
半
に
中
華
思
想
の
公
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
は
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
「
台
湾
の
意
識
」
が
芽
生
え

始
め
る
が
、
そ
れ
は
ネ
イ
テ
イ
ヴ
ィ
ス
ト
文
化
運
動
（
郷
土
文
学
運
動
）

を
生
む
。
林
懐
民
は
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
の
技
術
、
京
劇
や
武
術

の
動
き
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
演
劇
の
野
外
演
劇
の

技
術
、
儀
礼
演
劇
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
使
っ
て
、
伝
説
的
な
作
品
『
薪

偲
」
を
創
作
し
た
。
こ
れ
は
叙
事
的
な
ド
ラ
マ
で
、
一
七
世
紀
に

(25) 

お
け
る
中
国
か
ら
の
移
住
者
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
」

こ
こ
で
は
「
薪
博
』
の
持
つ
文
化
芸
術
的
背
景
が
列
記
さ
れ
て

い
る
。
「
グ
ラ
ハ
ム
の
技
術
を
使
っ
て
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
は

注
釈
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
登
場
人
物
の
内
面
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

『
白
蛇
偲
』
と
違
い
、
『
薪
僻
』
で
は
主
人
公
は
特
定
さ
れ
ず
言
わ

ば
不
在
で
、
集
団
的
な
演
技
で
叙
事
的
に
物
語
を
描
い
て
い
く
作

品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
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ル
ド
演
劇
の
野
外
演
劇
の
技
術
、
儀
礼
演
劇
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
使
っ

て
」
い
る
点
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
林
懐
民
が
『
薪
惇
』
を
演

出
し
た
の
は
、
一
九
七
七
年
に
U
C
L
A
に
一
年
間
滞
在
し
た
直

後
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
ア
メ
リ
カ
の
前
衛
演
劇
は
ま
だ
活
況

を
呈
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
る

が
、
実
際
に

U
C
L
A
に
居
た
の
は
振
付
家
の
王
仁
瑯
で
あ
り
、

直
接
的
に
王
の
一
九
七
七
年
の
『
金
山
」
の
影
響
を
見
て
お
く
の

は
過
ち
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
六
七
年
の
台
湾
公

演
を
行
っ
た
王
は
台
湾
現
代
舞
踊
に
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
王

は
中
国
生
ま
れ
の
香
港
育
ち
、
米
国
に
留
学
後
、
グ
ラ
ハ
ム
に
学

ん
で
は
国
籍
を
取
得
し
、
ダ
ン
サ
）
・
振
付
家
と
し
て
活
動
を
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
「
金
山
』
は
一
九
世
紀
の
中
国
人

の
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
移
民
を
題
材
に
し
た
野
外
ダ
ン
ス
作
品
で
あ
る
。

そ
の
中
国
系
移
民
を
扱
っ
た
主
題
、
群
衆
劇
的
叙
事
性
、
獅
子
舞

な
ど
伝
統
舞
踊
の
応
用
、
巨
大
な
幕
を
活
用
し
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

な
演
出
な
ど
に
お
い
て
『
薪
博
』
を
祐
彿
と
さ
せ
る
。
両
者
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
舞
踊
学
者
陳
玉
秀
が
指
摘
し
て
い
る
の

(26) 
で
、
こ
こ
で
は
詳
解
は
避
け
る
が
『
薪
偉
」
の
着
想
の
一
っ
が
こ

こ
に
あ
る
こ
と
は
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
京
劇
の
動
き
を
借
用
し
て
い
る
と
い
う
点
も
『
薪
傭
」

に
お
い
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
「
薪
偉
』
の
舞
踊
身
体
は
伝
統

演
劇
か
ら
の
身
体
的
借
用
に
は
主
眼
が
な
く
、
台
湾
的
身
体
と
も

言
う
べ
き
独
自
の
身
体
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
林
懐
民
が
そ
の
振

付
に
使
っ
た
の
は
、
農
作
業
な
ど
に
お
け
る
労
働
の
身
体
で
あ
る
。

そ
の
訓
練
の
た
め
に
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
台
北
郊
外
の
新
店
渓
の
河

原
で
巨
石
を
動
か
し
た
り
運
搬
す
る
こ
と
で
身
振
り
を
完
成
し
て

(27) 

い
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
身
体
は
「
第
六
場
拓
荒
両
手
で
石
を

運
び
土
地
を
な
ら
す
男
と
地
面
を
足
で
平
ら
に
し
砂
利
を
敷
く
女
」

と
い
う
場
面
に
取
り
分
け
て
結
実
し
て
い
る
。
大
地
を
耕
す
か
の

よ
う
な
男
性
陣
の
集
団
的
演
技
と
苗
を
植
え
る
か
の
よ
う
な
女
性

陣
の
集
団
的
演
技
に
そ
の
理
念
は
生
か
さ
れ
て
い
る
。
作
品
中
で

の
こ
れ
ら
の
身
体
は
京
劇
と
は
ほ
ど
遠
く
、
同
じ
く
労
働
者
の
身

体
を
モ
デ
ル
に
し
た
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
「
ビ
オ
メ
ハ
ニ
カ
」
に

近
く
感
じ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
白
蛇
停
j

で
は
描
か
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
内
容
、
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
形
式
が

試
み
ら
れ
、
こ
の
試
み
は
そ
の
後
の
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
方
向

性
の
一
っ
を
決
定
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

チ
ャ
オ
・
チ
ー
フ
ァ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
同
時
代
の
文
化
芸
術

の
動
き
と
し
て
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
文
化
運
動
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
一
九
七

0
年
代
の
憂
湾
へ

の
帰
属
意
識
の
高
揚
を
背
景
に
台
湾
の
再
発
見
や
現
実
認
識
へ
の

(28) 

意
識
を
強
く
描
い
た
一
群
の
文
学
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
単
に
文
学
運
動
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
台
湾
文
学
者
山
口

守
は
述
べ
て
い
る
。
「
七

0
年
代
初
期
の
回
帰
現
象
は
非
常
に
複
雑
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で
興
味
深
い
。
林
懐
民
の
中
国
の
風
格
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
雲

門
舞
踊
シ
リ
ー
ズ
、
黄
春
明
の
初
期
郷
土
小
説
の
単
行
本
出
版
と

流
行
、
台
北
市
内
の
茶
館
の
郷
土
式
装
飾
、
台
湾
の
早
期
歴
史
・

文
学
の
発
見
」
と
広
く
台
湾
の
文
化
一
般
に
見
ら
れ
た
も
の
だ
と

(30) 

指
摘
し
て
い
る
。
台
北
市
の
人
口
推
移
を
見
て
み
る
と
、
一
九
五

0
年
に
約
五

0
万
人
、
一
九
六

0
年
約
八

0
万
人
、
一
九
七

0
年

約
一
六

0
万
人
、
一
九
八

0
年
約
ニ
ニ

0
万
人
、
一
九
九

0
年
約

二
七

0
万
人
と
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
急
速
に
人
口
が
台
北

に
集
中
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
大
都
市
へ
の
近

代
化
が
進
む
過
程
で
こ
の
運
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
農

村
の
喪
失
と
ル
ー
ツ
ヘ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
含
む
現
実
意
識
に
裏

打
ち
さ
れ
た
文
化
運
動
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
王
禎
和
「
鹿
港
か

ら
き
た
男
』
(
-
九
六
六
）
、
白
先
勇
『
台
北
人
』
(
-
九
七
一
）
、
黄
春

明
『
銅
鋼
』
(
-
九
六
九
）
、
王
拓
『
金
水
婚
』
(
-
九
七
五
）
な
ど
の
作

(31) 
品
で
は
ど
れ
も
台
湾
の
農
村
や
寒
村
の
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
庶
民
を
活
写
し
た
り
、
戦
後
中
国
か
ら
台
湾
に

移
住
し
た
人
々
の
哀
感
を
描
く
も
の
で
人
々
の
台
湾
に
お
け
る
ア

イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を
探
求
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。
ち
ょ
う
ど

日
本
の
戦
後
七

0
年
代
に
も
同
様
の
運
動
は
あ
り
議
論
は
興
味
深

い
が
こ
こ
で
の
主
題
で
は
な
い
。
大
都
市
と
り
わ
け
東
京
へ
の
人

口
流
入
が
加
速
し
、
農
村
の
喪
失
と
ル
ー
ツ
ヘ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

を
芋
ん
だ
文
化
的
運
動
と
し
て
大
手
旅
行
代
理
店
の
「
デ
ィ
ス
カ

お
よ
そ
九

0
分
間
の
こ
の
作
品
全
体
は
以
上
の
よ
う
に
分
か
れ

バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」
広
告
宣
伝
と
七
〇
＼
八

0
年
代
の
ア
ン
ダ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
演
劇
、
と
り
わ
け
早
稲
田
小
劇
場
の
試
み
は
表
裏
の
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
お
く
に
留
め
よ
う
。

さ
て
、
『
薪
博
』
は
初
演
以
後
構
成
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
全

体
は
十
一
場
に
分
か
れ
て
い
る
。

-
「
序
幕
;
尤
祖
に
焼
香
し
て
礼
拝
す
る
若
者
た
ち
」

二
「
唐
山
二
子
供
の
前
途
が
幸
福
で
あ
る
こ
と
を
強
く
願
う
女
と
希

望
を
も
っ
て
そ
れ
を
追
う
仲
間
た
ち
」

三
「
間
奏
曲
」
（
陳
達
『
思
想
起
』
）

四
「
渡
海
と
祈
り
を
主
導
す
る
女
と
嵐
の
航
海
を
と
も
に
す
る
仲
間

た
ち
」

五
「
間
奏
曲
」
（
陳
達
『
思
想
起
』
）

六
「
拓
荒
ニ
両
手
で
石
を
運
び
土
地
を
な
ら
す
男
と
地
面
を
足
で
平

ら
に
し
砂
利
を
敷
く
女
」

七
「
野
地
的
祝
福
こ
妊
娠
し
た
女
と
そ
れ
を
祝
う
仲
間
た
ち
」

八
「
死
亡
典
新
生
は
取
初
の
子
供
の
誕
生
」

九
「
間
奏
曲
」
（
陳
達
『
思
想
起
」
）

1
0
「
耕
種
輿
豊
収
;
山
畑
を
灌
漑
す
る
仲
間
た
ち
」

―
-
「
節
慶
~
薪
の
火
で
祝
賀
し
伝
え
る
若
者
た
ち
」
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て
い
る
が
、
こ
の
中
で
は
「
間
奏
曲
」
が
三
回
繰
り
返
さ
れ
る
。

こ
の
「
間
奏
曲
」
は
た
だ
音
楽
が
流
れ
る
だ
け
で
、
舞
台
上
に
ダ

ン
サ
ー
は
登
場
し
な
い
。

少
な
く
と
も
こ
の
初
演
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
「
台
湾
」

に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
が
、
例
え
ば
一
九
八
三
年
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
お
い
て
は
第
一
―
場
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
若
者
た
ち
」
と

い
う
語
が
「
中
国
人
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
の
仕
方

は
そ
の
ま
ま
続
く
も
の
の
、
一
九
九
九
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

第
一
―
場
の
登
場
人
物
は
「
台
湾
人
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
は
「
台
湾
人
」
の
記
載
が
続
き
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
登
場
人
物
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
が
「
若
者
」
か
ら
「
中
国
人
」

へ
、
そ
し
て
「
台
湾
人
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
作
品
を
特
異
な
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
の
―
つ
は
、
作
品

中
に
挿
入
さ
れ
る
歌
『
思
想
起
』
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
、
今
は

既
に
亡
き
文
盲
の
民
謡
歌
手
陳
達
の
作
詞
作
曲
に
よ
る
。
公
演
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
れ
ば
、
陳
達
は
「
一
九
六
七
年
に
台
湾
民
俗
音
楽

を
採
集
し
て
い
た
史
惟
亮
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
音
楽
家
の
グ
ル
ー

(33) 

プ
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
た
」
と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
盲
目
で
貧

し
く
小
さ
な
小
屋
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
が
、
琵
琶
を
演
奏
し
な

が
ら
民
謡
を
い
く
つ
も
歌
っ
て
聞
か
せ
た
と
い
う
。
「
一
九
七
八
年

に
、
六
三
歳
の
時
に
、
ち
ょ
う
ど
『
薪
偲
」
の
振
付
中
の
林
懐
民

が
台
北
に
呼
び
寄
せ
た
。
林
が
台
湾
の
開
拓
民
の
物
語
を
説
明
す

“ 雲門舞集『薪値』「渡海」 撮影：劉振祥

る
と
、
す
ぐ
さ
ま
陳
達
は
全
部
そ
れ
は
知
っ
て
い
る
よ
、
と
言
っ
た
。

少
し
ば
か
り
の
酒
を
飲
ん
だ
後
、
彼
は
四
時
間
続
け
様
に
歌
を
歌
っ

た
。
そ
れ
が
後
に
『
薪
偉
」
の
間
奏
曲
と
な
り
、
数
万
人
の
人
々

(34) 

の
涙
を
誘
う
こ
と
に
な
っ
た
。
」
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こ
の
歌
が
「
思
想
起
』
で
あ
る
が
、
で
は
一
体
何
を
歌
っ
て
い

(35) 

る
の
だ
ろ
う
か
。
英
語
版
テ
キ
ス
ト
か
ら
訳
出
し
て
お
く
。
「
思
い

出
す
。
先
祖
た
ち
が
苦
し
み
抜
い
て
台
湾
に
向
か
っ
た
こ
と
を
。

そ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
か
も
知
ら
ず
。
木
製
の
船
で
、
真
っ
黒
な

海
を
渡
っ
た
の
だ
。
真
っ
暗
闇
の
、
千
里
の
深
さ
の
海
を
。
海
を

さ
ま
よ
い
、
波
ま
た
波
に
心
揺
ら
ぐ
。
思
い
出
す
。
真
っ
黒
な
海

を
幾
重
も
越
え
、
台
風
の
高
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
天
に
向
か
っ
て

頭
を
上
げ
れ
ば
、
海
の
神
媛
祖
に
祈
り
を
捧
げ
る
。
思
い
出
す
。

海
が
静
ま
り
。
娠
祖
の
思
し
召
し
で
漂
着
す
る
。
台
湾
は
よ
い
所

に
な
っ
た
。
三
百
年
経
て
ば
そ
れ
が
分
か
る
。
」

つ
ま
り
こ
の
歌
詞
の
内
容
は
四
場
「
渡
海
」
を
中
心
に
し
た
部

分
で
あ
る
。
上
演
か
ら
四
場
「
渡
海
」
を
記
述
し
て
み
る
。
「
ソ
ロ

の
笛
の
音
、
男
が
巨
大
な
白
い
布
を
腰
に
巻
き
付
け
て
上
手
よ
り

登
場
、
布
が
後
方
に
長
く
引
き
延
ば
さ
れ
て
行
く
。
二
人
の
男
の

肩
に
別
の
男
が
立
っ
て
、
布
の
真
ん
中
ほ
ど
を
自
分
の
頭
上
に
持

ち
上
げ
て
、
帆
を
連
想
さ
せ
る
形
を
作
る
。
笛
の
音
が
拍
動
的
な

打
楽
器
の
音
に
代
わ
り
、
男
女
の
集
団
が
登
場
、
マ
ス
ト
役
の
男

の
前
に
立
ち
、
胴
体
を
同
調
さ
せ
な
が
ら
力
強
く
前
に
突
き
出
し

始
め
る
。
そ
の
後
、
ド
ラ
ム
は
一
層
早
ま
り
、
強
く
な
る
。
ダ
ン
サ
ー

た
ち
は
舞
台
中
央
に
躯
を
寄
せ
合
っ
て
集
ま
り
、
顔
を
繰
り
返
し

空
に
向
け
て
上
げ
る
。
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
リ
ズ
ム
と
力
が
強
く

な
る
と
、
「
帆
」
が
揺
れ
始
め
、
ま
も
な
く
白
い
布
が
ダ
ン
サ
ー
た

ち
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
、
大
き
な
波
が
開
拓
者
た
ち
の
船
を
転

覆
さ
せ
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
帆
や
船
を

象
徴
し
て
い
た
布
は
今
度
は
嵐
の
海
に
変
化
す
る
。
ダ
ン
サ
ー
た

ち
は
彼
ら
の
胴
体
を
同
調
さ
せ
て
布
の
中
で
突
き
出
し
、
嵐
に
立

ち
向
か
う
。
次
の
場
面
で
は
彼
ら
は
波
の
中
で
海
の
神
で
あ
る
娠

祖
に
祈
り
を
始
め
る
。
」

歌
は
公
演
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
る
よ
う
に
、
ま
ず

林
懐
民
が
陳
達
に
劇
の
構
想
を
語
り
、
そ
れ
を
受
け
て
陳
達
が
歌

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
陳
達
の
歌
詞
は
ほ
ぼ
正
確
に
劇
の
内
容
を

歌
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
陳
達
の
歌
は
舞
踊
の
説
明
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
と
同
時
に
舞
踊
の
「
台
本
」
と
も
な
っ
て
い
る
。
普
通
、

劇
中
に
挿
入
さ
れ
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
場
面
や
登
場
人
物
の
心

理
の
補
足
的
な
説
明
、
ま
た
状
況
の
前
振
り
や
事
後
の
解
説
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
「
台
本
」
が
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
歌
っ

て
い
る
主
体
（
こ
こ
で
は
陳
達
）
が
、
現
代
の
台
湾
人
で
あ
る
こ
と
は

歌
詞
か
ら
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
こ
の
舞
踊
作
品
は
「
作
者
」
の

視
点
か
ら
の
メ
タ
レ
ベ
ル
で
の
層
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
形
式
的

に
「
白
蛇
博
』
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
こ
の
点
で
あ
る
。

こ
の
点
は
作
品
全
体
の
構
成
を
見
る
と
よ
り
明
確
に
な
る
。
作

品
は
現
代
の
若
者
た
ち
が
寺
院
で
の
焼
香
参
拝
を
す
る
一
場
「
序

幕
」
か
ら
始
ま
る
。
若
者
た
ち
は
す
べ
て
現
代
服
を
着
て
お
り
三
々

五
々
に
参
拝
し
て
い
く
。
背
景
に
は
南
管
の
音
楽
が
流
れ
て
い
る
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が
、
南
管
と
電
子
音
が
入
れ
替
わ
り
始
め
る
と
場
面
が
転
換
し
て

い
く
。
こ
こ
で
若
者
た
ち
は
着
て
い
る
現
代
服
を
脱
ぎ
捨
て
る
と

客
家
の
衣
装
を
着
た
者
た
ち
に
変
身
し
、
二
場
「
唐
山
」
が
始
ま
っ

て
い
く
。
ま
た
最
終
場
面
で
あ
る
一
―
場
「
節
慶
」
で
は
、
獅
子

舞
と
共
に
若
者
た
ち
が
踊
り
祝
賀
し
て
作
品
が
終
了
す
る
が
、
こ

こ
で
若
者
た
ち
は
再
び
現
代
服
に
着
替
え
、
現
代
の
若
者
と
し
て

再
登
場
す
る
。
つ
ま
り
一
場
と
―
一
場
は
劇
全
体
の
「
枠
組
み
」

と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
「
現
代
の
視
点
か
ら
現
代
人
が
三

0
0

年
前
の
移
民
の
歴
史
を
演
じ
る
」
い
わ
ば
長
い
「
劇
中
劇
」
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
「
枠
組
み
」
の
設
定
要
因
の
現
代
人
が

舞
台
上
で
歴
史
的
人
物
に
変
身
す
る
二
場
か
ら
一

0
場
の
「
劇
中

劇
」
は
間
断
な
く
上
演
さ
れ
る
も
の
の
「
間
奏
曲
」
た
る
陳
達
の

歌
に
よ
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
演
じ
さ
せ
て
い
る
主
体
（
現
代
人
）

を
観
客
に
意
識
さ
せ
て
、
劇
中
劇
の
世
界
に
埋
没
し
て
し
ま
う
こ

と
を
妨
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
作
品
に
は
、
「
劇
中
劇
」
の
層
、

「
枠
組
み
」
の
層
、
そ
し
て
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
層
の
三
つ
の
層
が
あ

り
、
こ
の
三
層
の
平
衡
関
係
が
現
代
時
制
と
歴
史
時
制
の
混
在
を

許
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
結
果
的
に
「
薪
偉
』
は
、
台
湾
の
歴

史
と
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を
描
く
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
三
層

の
時
制
を
保
つ
特
殊
な
演
劇
性
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
思
い
を
巡

ら
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
ダ
ン
ス
演
劇
に
よ
る
一
種
の
エ
ッ

セ
イ
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
年
『
白
蛇
偉
』
と
一
九
七
八
年
『
薪
偲
』
を
初
期
ク

ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
仕
事
を
端
的
に
示
す
作
品
と
し
て
検
討
し
て

き
た
が
、
こ
の
よ
う
に
見
る
と
き
、
通
常
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

両
作
品
の
外
見
的
な
違
い
は
明
瞭
だ
が
、
共
通
す
る
要
素
も
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
白
蛇
偉
』
は
京
劇
の
形
式
や
技
法
、
ま
た

清
朝
に
遡
る
物
語
素
を
持
つ
も
の
の
、
モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
に
典
型

的
な
主
題
構
成
と
西
欧
現
代
音
楽
に
よ
る
楽
曲
を
備
え
た
現
代
と

古
典
の
繋
が
り
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
作
品
は
、

現
在
の
状
況
に
応
じ
た
古
典
だ
け
で
も
な
い
、
現
在
だ
け
で
も
な

い
、
「
境
界
」
の
時
間
と
空
間
を
演
じ
て
見
せ
て
い
る
。
「
薪
偲
』

に
つ
い
て
も
上
述
し
た
よ
う
に
同
時
代
を
見
直
す
た
め
に
歴
史
を

現
在
へ
と
召
喚
さ
せ
て
、
過
去
に
新
し
い
相
貌
を
与
え
て
い
く
、

多
時
制
の
時
空
間
を
提
案
し
て
い
る
。

『
薪
俸
』
に
つ
い
て
は
そ
の
評
価
は
実
は
一
定
し
て
は
い
な
い
。

一
九
七
八
年
と
い
う
政
治
的
に
決
定
的
な
年
に
上
演
さ
れ
た
こ
の

作
品
は
そ
の
た
め
に
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
明
と
し
て
理

解
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
舞
踊
学
者
チ
ャ
オ
・
ユ
ー
リ
ン
が
述
べ

る
よ
う
に
左
右
両
陣
営
か
ら
肯
定
的
に
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
も
事

実
と
し
て
あ
る
。
「
『
薪
偉
」
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ

四

結

論
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の
表
現
に
つ
い
て
多
様
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
初
期
の
上

演
で
は
、
国
民
党
の
歌
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
も
国
家

的
な
シ
ン
ボ
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。
振
付
家
（
林
懐
民
）
や
舞
踊
団
（
ク

ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
）
は
国
民
党
支
持
で
あ
り
、
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
支
援
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
再
演
で
は
国
家
的

な
シ
ン
ボ
ル
は
持
ち
出
さ
ず
、
つ
ま
り
作
品
の
中
で
国
家
の
表
現

を
変
え
た
の
で
あ
る
。
国
民
党
支
持
者
た
ち
は
「
薪
偲
」
を
、
連

帯
の
重
要
性
を
繰
り
返
す
反
分
離
主
義
者
の
ダ
ン
ス
だ
と
し
て
見

た
。
他
方
中
国
共
産
党
支
持
者
は
『
薪
偲
」
に
中
国
文
化
と
の
繋

が
り
を
見
て
、
共
産
党
支
配
の
下
で
の
中
国
統
一
の
必
要
性
を
主

張
し
て
い
る
と
見
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
対
立
す
る
党
は
台
湾
と

中
国
本
土
と
の
繋
が
り
を
強
調
し
て
い
る
の
で
、
『
薪
偉
』
を
中
国

(36) 

と
の
統
一
の
理
想
を
宣
伝
す
る
ダ
ン
ス
と
し
て
解
釈
し
た
の
だ
。
」

ま
た
舞
踊
学
者
サ
ン
サ
ン
・
ク
ワ
ン
も
同
じ
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
『
薪
偉
」
は
も
う
ニ
―
―
一
年
も
前
の
作
品
で
あ
る
が
、
台
湾
文
化
の

変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
来
た
。
こ
の
作
品
が
最
初
に
上
演
さ
れ

た
時
、
中
華
人
民
共
和
国
の
正
統
な
主
張
を
熱
心
に
表
現
し
て
い

る
よ
う
に
読
め
た
。
台
湾
の
中
国
性
の
証
明
と
中
国
本
土
に
ル
ー

ツ
が
あ
る
の
だ
と
い
う
主
張
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
だ
。

こ
の
作
品
が
二

0
年
の
間
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
、

国
家
的
な
財
産
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
変
化
し
て
来
た
と
い
う
こ

(37) 

と
で
あ
る
。
」

(
1
)
C
h
a
o
 Y
u
,
l
i
n
g
,
 
E
m
b
o
d
y
i
n
g
 I
d
e
n
t
i
t
y
:
 
T
h
e
 S
o
c
1
0
,
c
u
l
t
u
r
a
l
 

S
i
g
n
i
f
i
c
a
n
c
e
 
of t
h
e
 
C
l
o
u
d
 G
a
t
e
 D
a
n
c
e
 T
h
e
a
t
r
e
 R
e
p
e
r
t
o
i
r
e
 

(
1
9
7
3
-
1
9
9
7
)
 

in T
a
i
w
a
n
e
s
e
 Society, L
i
n
 H
w
a
i
'
蕊
i11]

匂
n
e
e
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
,
 
E
x
e
c
u
t
i
v
e
 Y
u
a
n
 C
o
u
n
c
i
l
 for 

C
u
l
t
u
r
a
l
 Affairs, 2005, pp.29,32 

(
2
)
楊
孟
喩
『
紙
舞
ー
林
懐
民
輿
雲
門
偲
奇
』
天
下
文
化
、
二

0
0
八
、
八

0
頁

(
3
)
古
碧
琴
『
豪
溝
後
来
好
所
在

注 演
劇
史
一
般
に
お
い
て
作
品
が
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
ア
イ
デ

ン
テ
イ
テ
ィ
の
拠
り
所
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
ら
ず

あ
る
も
の
の
、
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
と
林
懐
民
の
作
品
は
、
た
だ

単
一
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
変
わ
ら
ぬ
表
現
と

し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
初
期
二
作
品

が
示
す
の
は
、
現
在
と
は
古
典
と
歴
史
と
に
繋
が
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
と
も
に
両
者
に
ま
た
が
り
続
け
て
い
る
と
い
う
多
時
制
そ

の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
解
釈
の
力
点
を
そ
の
ど
ち
ら

に
置
く
か
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
あ
り
様
も
変
化
す
る
。
ク
ラ

ウ
ド
・
ゲ
イ
ト
の
そ
の
後
の
四

0
年
間
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
交
雑
し
、
流
動
し
て
や
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
続
け
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
稿
に
譲
り
た
い
。

中
美
断
交
及
《
薪
偲
》
首
演
―

1
0
周
年
紀
」
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壷
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
九
九
‘
1
0
1
――
1
1
0
九
頁

(
4
)
古
碧
琴
、
同
書
所
収
の
一
覧
に
よ
れ
ば
次
の
通
り

一
九
七
八
年
―
二
月
一
六
日
嘉
義
体
育
館

一
九
七
八
年
―
二
月
一
九
ー
ニ
ニ
日
台
北
図
父
記
念
館
、
台
中
体
専

体
育
館
、
台
南
体
育
館

一
九
七
九
年
一
月
五
＼
七
日
、
台
北
國
父
記
念
館

一
九
八

0
年
一

0
月
二
六
ー
ニ
七
日
、
嘉
義
女
中
体
育
館

一
九
八
＿
二
年
五
月
一
＿
―
-
日

1
六
月
五
日
、
基
隆
市
立
体
育
館
、
新
竹
清

華
大
学
、
高
雄
市
立
中
正
文
化
中
心
そ
の
他
五
ヶ
所
（
ク
ラ
ウ
ド
・
ゲ
イ
ト

1
0周
年
）

一
九
八
五
年
五
月
ニ
―
日

I
―
二
月
一
日
、
彰
化
県
立
文
化
中
心
、
台

中
中
興
堂
、
台
北
社
教
館
、
そ
の
他
ニ
ヶ
所
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
巡
演

一
九
八
六
年
六
月
一

0
日
1
1
0
月
―
一
日
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
マ

ニ
ラ
）
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
大
学
巡
回

一
九
八
八
年
五
月
四
日
1
九
月
一
七
日
、
台
大
体
育
館
そ
の
他
四
ヶ
所
、

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

一
九
九
二
年
九
月
一
日

-
1
0
月
一
七
日
、
台
北
社
教
館
そ
の
他
六
ヶ

所
、
ス
イ
ス
（
バ
ー
セ
ル
）
、
ド
イ
ツ
巡
演

一
九
九
三
年
三
月
四
日
1
―
一
月
一

0
日
、
香
港
、
北
京
、
上
海
、
深
訓
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

一
九
九
四
年
三
月
八
＼
九
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ウ
イ
ー
ン
）

一
九
九
四
年
―
二
月
一
六
ー
ニ
三
日
、
国
立
藝
術
学
院

(
5
)
L
i
n
 H
葵
d
i
,
m
i
n
International D
a
n
c
e
 C
o桑
fere1召
ce
Proceedings, 

E
x
e
c
u
t
i
v
e
 
Y
u
a
n
 C
h
a
o
 Yu‘ling
の
作
品
リ
ス
ト
参
照
の
こ
と
、

p
p
.
1
5
0
,
1
5
2
 

ナ
ウ

モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
＆
ポ
ス
ト
・

(6)
『
一
九
七
三
年
雲
門
首
演
節
目
箪
』
、
雲
門
舞
集
ア
ー
カ
イ
ブ
、

三
年
、
四
頁

(
7
)
同
書
、
四
頁

(8)
『
一
九
七
六
年
雲
門
冬
期
公
演
節
目
箪
」
、
裳
門
舞
集
ア
ー
カ
イ
ブ
、

九
七
六
年
、
四
頁

(9)
楊
孟
堆
、
前
掲
書
、
五
0
頁

(10)
同
書
、
五
一
頁

(11)
様
々
な
物
語
素
が
混
在
し
て
今
日
で
い
う
「
白
蛇
伝
」
が
成
立
し
て
い

る
た
め
確
定
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
雲
門
舞
集
の
関
係
書
籍
と
し
て

刊
行
さ
れ
て
い
る
蒋
勲
『
舞
動
白
蛇
偲
』
（
遠
流
出
版
、
二
0
0
四
）
の
記

述
に
拠
っ
て
お
く
。
つ
ま
り
北
宋
の
『
太
平
広
記
』
に
部
分
的
に
「
白

蛇
伝
」
に
繋
が
る
物
語
素
を
確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
が
南
宋
時
代

に
流
布
す
る
点
と
ま
た
同
時
代
に
流
行
す
る
『
孔
淑
芳
双
魚
扇
墜
伝
』

に
そ
の
起
源
を
求
め
て
置
く
。
ま
た
南
條
竹
則
『
蛇
女
の
伝
説
j

（
平
凡

社
新
書
、
二
0
0
0
)
に
は
そ
の
起
源
に
つ
い
て
詳
細
な
論
考
が
あ
り
参
考

に
な
る
。

(
1
2
)
林
芳
宣
「
白
蛇
伝
」
『
打
開
雲
門
』
果
力
文
化
、
—1
0
一
三
、
三
一
頁
、

C
h
a
o
 Yu,ling, E
m
b
o
d
y
i
n
g
 Identity: T
h
e
 Socio,cultural Signifi, 

c
a
n
c
e
 
o
f
 
t
h
e
 
C
l
o
u
d
 
G
a
t
e
 
D
a
n
c
e
 T
h
e
a
t
r
e
 
R
e
p
e
r
t
o
i
r
e
 

(
1
9
7
3
,
1
9
9
7
)
 
in T
a
i
w
a
n
e
s
e
 Society, Ibid .. 
pp.6,7
仙
i

(13)
頼
徳
和
「
駕
在
「
衆
妙
」
演
出
之
前
」
『
秋
季
公
演
節
目
箪
』
、
雲
門
舞

集
ア
ー
カ
イ
ブ
、
一
九
七
五
年
、
七
頁

(14)
加
藤
徹
「
京
劇
コ
ー
ド
の
特
異
性
」
「
東
方
j

二
0
0七
年
一
月
、
四
頁

(15)
蒋
勲
、
同
書
、
一
四
九
頁

(16)
市
川
雅
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ダ
ン
ス

一
九
七
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モ
ダ
ン
・
ダ
ン
ス
j
p
A
R
C
O
、
一
九
七
五
、

pp.16,17

(17)
林
懐
民
『
高
慮
眼
亮
』
遠
流
、
二

0
1
0
、
一
七
頁

(18)
景
安
正
夫
「
古
典
の
人
芸
性
を
追
求
」
『
産
経
新
聞
j

―
九
七
六
年
五
月

三
一
日
、
夕
刊

(19)
富
燦
霞
「
台
湾
に
お
け
る
京
劇
戯
曲
舞
踊
の
基
本
技
法
研
究
」
「
演
劇
研

究
セ
ン
タ
ー
紀
要
j

八
、
早
稲
田
大
学

21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

二
0
0
七
、
二
三

0
頁

(20)
「
柴
船
渡
烏
水
唐
山
至
台
湾
《
薪
偉
》
的
歴
史
資
料
」
『
薪
停
一
九
九

九
年
雲
門
舞
集
二
創
圃
節
目
00

早
』
財
圃
法
人
雲
門
舞
集
文
教
基
金
會
、

一
九
九
九
年
―
一
月
、
一
三
頁

(21)
二
0
0
三
年
八
月
ニ
ー
日
台
北
市
国
家
戯
劇
院
。
現
在
、
最
も
広
く
流

通
し
て
い
る
『
薪
博
』
の

D
V
D
は
こ
の
時
の
上
演
の
も
の
。

(
2
2
)
C
h
e
n
 
Ya,ping,•Legacy 

a
n
d
 t
h
e
 Nativist Cultural M
o
v
e
m
e
n
t
 

in 
1970's T
a
i
w
a
n
,
'
L
i
n
 H
w
a
i
,
m
i
n
 I
n
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 D
a
n
c
e
 C
o
n
f
e
r
,
 

e
n
c
e
 P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s、
Ibid.,

2005, p
.
1
2
3
 

(
2
3
)
C
h
e
n
 Ya,ping, Ibid. 

(24)
伊
藤
潔
『
台
湾
j

中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、
二

0
一
四
年
、
二

0
七

頁
な
ど

(
2
5
)
C
h
a
o
 C
h
i
,
f
g
g、
I
d
eミ
t
i
t
y
s
n
d
d
i
v
e
r
s
i
t
y
`
R
o
u
t
l
e
d
g
e
,
 2012, p.24 

(
2
6
)
L
u
 Y
u
h
,
j
e
n
`
D
e
c
o
l
o
n
i
z
e
d
 I
m
a
g
i
z
a
t
i
o
n
:
 M
o
d
e
r
n
i
t
y
 a
n
d
 M
o
d
e
m
 

D
臼
c
e
in 
1
9
7
0
s
 T
a
i
w
a
n
,
 A
r
t
s
 R
e
v
i
e
w
,
 
No.21, T
a
i
p
e
i
 N
a
t
i
o
n
a
l
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 of t
h
e
 Arts. pp.14'15 

(
2
7
)
C
h
e
n
 Ya,ping, Ibid., 
p.124 

(
2
8
)
M
i
n
g
,
Y
a
n
 L
a
i
`
N
a
t
i
v
i
s
m
 a
n
d
 M
o
d
e
r
n
i
t
y
 C
u
l
t
u
r
a
l
 
C
o
n
t
e
s
t
a
'
 

tions 
in 
C
h
i
n
a
 a
n
d
 T
a
筵
a
n
u
n
d
e
r
 G
l
o
b
a
l
 Capitalis
翌
S
t
a
t
e

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 o
f
 N
e
w
 Y
o
r
k
 Press, 2
0
0
8
参
品
照

(29)
山
口
守
「
呉
濁
流
と
郷
土
文
学
」
「
講
座
台
湾
文
学
』
山
口
守
編
、
国
害

刊
行
会
、
二

0
0
1
―-、

p.175

(30)
「
日
本
財
団
図
書
館
東
ア
ジ
ア
地
域
」
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
に
よ
る
、
二

0
1

六
年
―
二
月
二
七
日
閲
覧

h
t
t
p
s
:
¥＼
n
i
p
p
o
n
.
N
a
i
d
a
n
.
i
n
f
o
¥
s
e
i
k
a
b
u
t
s
u
¥
1
9
9
9
¥
0
0
2
9
9
¥
 

c
o
n
t
e
n
t
s
¥
0
3
9
.
h
t
m
 

(31)
王
禎
和
『
鹿
港
か
ら
き
た
男
j

(

『
鹿
港
か
ら
き
た
男
j

国
嘗
刊
行
会
、
二

ool)、

白
先
勇
「
台
北
人
』
（
「
台
北
人
」
国
晋
刊
行
会
、
二
0
0
八
）
、
黄
春
明
「
銅
鑓
』

(
「
鹿
港
か
ら
き
た
男
」
国
書
刊
行
会
、
同
）
、
王
拓
「
金
水
婚
（
チ
ン
シ
ュ
イ
シ
ェ

ン
）
』
一
九
七
五
（
「
鹿
港
か
ら
き
た
男
」
国
書
刊
行
会
、
同
）
な
ど

(32)
『
薪
偲
』
節
目
雖
、
雲
門
舞
集
研
究
會
主
辮
、
一
九
七
八
年
、
＿
―
-
頁
、
雲

門
舞
集
ア
ー
カ
イ
プ

(33)
『
薪
偲
』
一
五
周
年
節
目
箪
、
一
九
九
二
年
、
六
頁

(34)
同
書

(35)
中
国
語
原
文
は
以
下
の
通
り
。
「
思
想
起
祖
先
鍼
心
過
台
澳
不
知
台
潰

生
倣
唯
款
／
思
想
起
海
水
絶
深
反
成
黒
在
海
山
浮
心
漂
心
銀
苦
／
思

想
起
黒
水
要
過
幾
層
嘲
心
該
定
確
到
詭
風
攪
大
浪
／
有
的
拍
頭
看
天

頂
有
的
剛
心
想
那
神
明
／
思
想
起
神
明
保
佑
祖
先
来
海
底
千
萬
不

要
作
風
詭
／
台
溝
後
来
好
所
在
経
過
三
百
年
後
人
人
知
『
薪
博
』
的
音

楽
「
間
奏
曲
」
（
思
想
起
）
的
歌
詞
、
雲
門
舞
集
ア
ー
カ
イ
ブ

(
3
6
)
C
h
a
o
 Y
u
,
l
i
n
g
,
'
E
m
b
o
d
y
i
n
g
 Identity: T
h
e
 Socio,cultural Signifi, 

c
a
n
c
e
 o
f
 t
h
e
 C
l
o
u
d
 G
a
t
e
 D
a
n
c
e
 T
h
e
a
t
r
e
 R
e
p
e
r
t
o
i
r
e
 
(1973, 

1997) 
in 
T
a
i
w
a
n
e
s
e
 S
o
c
i
e
t
y
,
'
L
i
n
 H
w
a
i
'
m
i
n
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
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D
a
n
c
e
 C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s、
p.16

(
3
7
)
S
a
n
S
a
n
 K
w
a
n
,
'
V
i
b
r
a
t
i
n
g
 w
i
t
h
 Taipei: 
C
l
o
u
d
 G
a
t
e
 D
a
n
c
e
 

T
h
e
a
t
r
e
 a
n
d
 N
a
t
i
o
n
a
l
 Kinesthesia,'Proceedings, p.108 

＊
尚
、
本
論
文
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
⑱
「
ア
ジ
ア
演
劇
の
動

態
的
国
際
共
同
研
究
」
に
よ
る
。

＊
ま
た
執
筆
に
際
し
て
は
、
国
立
蛋
北
藪
術
大
学
戯
劇
系
林
子
拉
教
授
と

同
舞
踊
系
林
亜
停
教
授
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
協
力
を
頂
い
た
。
さ
ら
に

は
雲
門
舞
集
ア
ー
カ
イ
ブ
の
陳
品
秀
氏
、
黄
晴
恰
氏
、
莫
嵐
蘭
氏
に
は
、

資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
様
々
な
便
宜
を
図
っ
て
頂
い
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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